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本号は，通常の内容に加えて第66回日本小児保健協会
学術集会（東京）での講演を合わせて掲載しました。は
じめに日沼千尋先生には子ども虐待対応において地域間
ならびに地域と医療で情報を連携し見守り支援し続ける
仕組みづくりの重要性を「提言」で述べていただきました。
西本裕紀子先生には不適切な食習慣の次世代への負の連
鎖を予防するための食育の重要性を「総説」でまとめて
いただきました。寒竹正人先生には「視点」で一卵性双
胎児においても表現型（体質）が異なることを最近話題
のエピジェネティクスの観点から丁寧に解説いただき，
予防と治療の可能性まで展望していただきました。一般
投稿論文は「研究」が２本です。保育施設数の地域間の
現状と携帯端末が乳幼児の生活習慣に与える影響を検討

したものです。最後に「感染症・予防接種レター」では
インフルエンザシーズンへの備えをまとめました。

学術集会での講演は会頭講演，基調講演，教育講演，
シンポジウム，ミニシンポジウム，会頭特別企画，イブ
ニングセミナーまで幅広く掲載できました。「多職種のた
めの投稿論文書き方セミナー（編集委員会企画）」ではグ
ループインタビュー法と研究計画立案・倫理審査につい
て解説しました。今日の研究は「人を対象とする医学系
研究に関する倫理指針」に基づいて実施されています。
本誌投稿論文の質向上のため，論文執筆者，論文指導者
をはじめ皆様，是非ご一読くださるようにお願い致しま
す。

（南谷　幹之）
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